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ブエノスアイレス出身で国内のプロ
チームに所属していました。引退後、日
本人との結婚を機に来日し、小・中学校
のユースリーグや高校の部活動で臨時
コーチをしていましたが、独立するため
日本サッカー協会のライセンスを取得し
て、クラブを設立しました。
平成12（2000）年からは3歳～小学生を
対象として、月曜日に高部屋小学校のグ
ラウンド、水曜日に大田すこやかスポー
ツ広場を借りて指導しているほか、例年
9月にはアルゼンチン大使館の職員を招
いて競技大会を開催しています。
また、食文化にも触れてもらうため、
年に2回程度バーベキューを行い、郷
土料理「アサード」や南米風ソーセージ
「チョリソー」を振る舞っています。
世界のトップアスリートとの違いは、決
定機を逃さないメンタル
日本のサッカー少年・少女のレベルは
高く、強豪国と比べても遜色ありませ
ん。しかし、年齢が上がるにつれてその
差は開いていくように感じています。

体格の違いもありますが、近年はその
差も徐々に縮まっており、日本人が得意
とするパス回しの精度があれば対等に渡
り合うことができます。
大きな理由として考えているのが「決

定力」です。パスやドリブル、シュート
など基本的な動作を忠実に行いながら
も、最終的には少ないチャン
スをものにしようとする強い
心を養うことが大事で
す。「ここぞという場
面で確実に決めきる」
自信をつけるため、
ゴールに向かうイメー
ジを常にもつことが必
要です。これはスポー
ツ分野に限らず、社会
を生きる上でも通用す
ることだと思います。
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子どもたちを見守るビセンテさん（写真奥。大田すこやかスポーツ広場にて）

アルゼンチンフットボール
クラブ 
ビセンテ ブリト監督

（62歳）


